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ては、要求水準書に示す。 

落札者として選定された応募者は、建設事業者として本施設の建設業務を行う。 

さらに、落札者は、エネルギー回収型廃棄物処理施設については２０年間、マテリアル

リサイクル推進施設のメンテナンス等については１０年間にわたって、本施設の運営業務

を実施するものとする。ただし、特別目的会社設立の有無については提案による。 

 

５．本事業の対象となる業務範囲 

落札者が行う本事業の範囲は次のとおりとする。（詳細は、入札説明書のとおり。） 

・本施設の設計に関する業務 

・本施設の建設に関する業務 

・本施設の運営に関する業務 

 

第２ 審査方法等 

 

１．入札の方法 

本事業では、入札手続きに参加する応募者が、本事業の入札公告に際して配布した入札

説明書等に示す参加資格要件を満たしており、かつ応募者の提案内容が、技術的観点等か

ら尾張北部環境組合の要求水準を満足したことを確認したうえで、落札候補者を決定した。 

なお、落札者の選定にあたっては、公平性、透明性を確保する観点から、地方自治法施

行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の１０の２に規定する、総合評価一般競争入

札方式により実施し、価格及び非価格要素（性能、機能、技術等）によって落札候補者を決

定した。 

 

２．落札者決定までの経過 

落札者の決定までの経過は次に示すとおり実施した。 

 

内   容 日   程 

① 入札公告及び入札説明書等の公表・交付 令和４年３月１１日（金） 

② 現地視察受付期限 令和４年３月１７日（木） 

③ 現地視察の実施（４社） 令和４年３月２３（水）～２９日（火）

④ 第１回入札説明書等に関する質問受付期限 

（入札参加資格に関する質問） 
令和４年３月２２日（火） 

⑤ 第１回入札説明書等に関する質問回答の公表 令和４年４月５日（火） 

⑥ 入札参加資格審査書類受付期限（４社） 令和４年４月１４日（木） 

⑦ 入札参加資格審査結果の通知・応募者名の交付 令和４年４月２０日（水） 

⑧ 第２回入札説明書等に関する質問受付期限 

 （入札参加資格以外に関する質問） 
令和４年４月２２日（金） 

⑨ 第２回入札説明書等に関する質問回答の公表  令和４年５月１３日（金） 

⑩ 対面的対話の事業概要書及び確認事項の受付期限 令和４年５月１９日（木） 

⑪ 対面的対話（４社） 令和４年５月２４日（火） 

⑫ 対面的対話の確認事項に対する回答の公表 令和４年６月８日（水） 

⑬ 事業提案書の受付期限（３社） 令和４年８月２４日（水） 

⑭ 基礎審査結果通知 令和４年９月２９日（木） 

⑮ 事業者ヒアリング（３社）・落札候補者の選定 令和４年１０月２０日（木） 

⑯ 落札者の決定  令和４年１０月２４日（月） 

⑰ 落札者の公表  令和４年１０月２５日（火） 
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３．尾張北部環境組合ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会の設置 

提案書の非価格要素審査は、公平性及び透明性を確保し、専門的知見に基づく評価を行

うことを目的に、学識経験者を含む次に示す６名の委員で構成される尾張北部環境組合ご

み処理施設整備運営事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）により実施した。 

 

氏名 所属・役職等 

稲垣 隆司

（委員長） 
岐阜薬科大学 名誉教授 

岩渕 準 NEXPO（長久手・万博継承会）事務局長 

樋口 良之 
国立大学法人福島大学 教育研究院 

教授（共生システム理工学類担当） 

濵田 雅巳 
公益社団法人 全国都市清掃会議 

技術指導部長 

矢野 和雄 矢野法律事務所 弁護士 

冨 孝史 冨孝史公認会計士事務所 公認会計士 

 

 

４．選定委員会の開催経過 

本事業における選定委員会の開催経過は次のとおりである。 

 

日程 主な審議事項 

第１回 
令和４年 

１月１２日（水） 

（１）これまでの経緯と主な変更点について 

（２）事業者選定スケジュールについて 

（３）事業概要及び入札関係書類について 

第２回 
令和４年 

２月１６日（水） 

（１）第１回委員会のご指摘に対する回答 

第３回 
令和４年 

６月２２日（水） 

（１）入札手続きの進捗状況について 

（２）提案書審査方法及びスケジュールについて 

第４回 
令和４年 

９月１４日（水） 

（１）スケジュール等の確認について 

（２）事業提案書について 

第５回 
令和４年 

１０月２０日（木） 

（１）タイムスケジュールの確認 

（２）プレゼンテーション及びヒアリング 

（３）落札者候補者の決定及び委員会からの提言 
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５．落札者決定の手順 

落札者決定の手順については、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  
入札参加資格審査

基礎審査

技術要素審査 価格要素審査

総合評価

（代表企業）

入札公告

・応募要項の公表

・現地説明会の開催

・参加資格要件に関する質疑回答

参加資格申請書類の提出

参加資格要件の審査 失格
資格要件未達

参加資格申請書類の確認 無効
書類不備

・要求水準書等に関する質疑回答

入札価格の確認

価格要素の算定

総合評価方式による総合評価点の算定

落札候補者の選定

事業提案書等の提出

基礎審査

技術要素の審査

失格

予定価格超過

落札者の決定

対応不可等

プレゼンテーション・ヒアリング

開札

修正事項提示

失格
基礎審査合格

要求水準未達等

修正指示に対する回答

失格
資格要件未達

代表企業を除く応募グループ

内企業の参加資格審査
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６．審査概要 

 

１）入札参加資格要件審査 

 入札参加資格要件審査は、入札参加資格申請書類の提出により、入札説明書に記載

の入札参加者の備えるべき参加資格要件を満たしていることを尾張北部環境組合事務

局（以下、「事務局」という）において確認した。 

 

２）提案内容の基礎審査 

 応募者から提出された技術提案書の内容が、要求水準書に示す要件を満たしている

ことを事務局において確認した。 

なお、審査に際して要求水準未達に関する疑義、提案書間の齟齬等に関して、修正

事項の提示を行い、応募者から提出された修正回答を確認した。 

 

３）非価格要素の定量化審査 

① 提案書の審査 

 選定委員会は、表１に示す審査項目及び配点に基づき、提案書に記載された内容

について、評価を行った。 

なお、非価格要素に関する事項の配点は、６０点とした。 

 

② 非価格要素点の算定方法 

 提案を求めている審査項目において、表２に示す５段階評価により評価、点数化

を行い、各審査項目の得点については、各委員の項目毎の得点を平均化（小数第３

位を四捨五入し小数第２位までとする。）し、各審査項目の得点を合計して、非価格

要素点を算定した。 

 なお、評価は尾張北部環境組合が要求する水準を満たしたうえで、優れた提案に

対して評価を行う加点方式であり、選定委員会では、提案書に関するヒアリングを

実施し、提案内容の確認等を行ったうえで評価した。 
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表１ 非価格要素の評価項目 

評価区分 評価内容 配点 

事業計画 
本事業に対する方針、体制、組合業務の効率化 

6 
事業のリスク管理 

安定稼働 

安定燃焼 

3 ごみ量・ごみ質の変動に対する対応 

連続安定稼動 

維持管理及び復旧対策 3 

安全対策 

工事の安全性 

4 施設の安全性 

作業員に対する安全性 

車両動線（敷地内） 3 

環境配慮 

工事期間中における対策 

4 景観 

環境保全 

災害対策 
自然災害対策 

5 
災害廃棄物 

延命化 長寿命化計画 5 

生活環境対策 

工事期間中における渋滞対策 
4 

供用開始後における渋滞対策 

排ガス自主規制値 

4 騒音・振動自主規制値 

悪臭自主規制値 

住民に開かれた施設 
情報発信 

3 
見学者向け説明用設備 

地元貢献 

地元企業の活用 

6 地元人材の活用 

地域コミュニティ 

用地造成工事担当企業 1 

余熱利用 
エネルギー回収率 

5 
温暖化対策 

再資源化システム 

焼却灰等や副生成物の資源化方法 
3 

バックアップ対策 

資源回収量 1 

計  60 

 

表２ 審査基準及び得点化方法 

評価 審査基準 得点化方法 

A 特に優れている 配点×1.00 

B AとCの中間程度 配点×0.75 

C 優れている 配点×0.50 

D CとEの中間程度 配点×0.25 

E 要求水準書を満たす程度 配点×0.00 
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４）価格要素の定量化審査 

  価格要素の得点化は、入札価格を以下の算定式により得点（少数第三位を四捨五入

し小数第二位までとする。）を付与する。 

また、ダンピングの防止、長期にわたる本施設の安定した運転を確保する観点から、

定量化限度額を設けることとし、定量化限度額は、入札書比較価格の一定割合に設定

し、開札時に公表する。 

なお、定量化限度額以下の入札価格には満点を付与する。 

 

 

 

 

 

 

 

※最低入札金額≦定量化限度額の場合には、定量化限度額以下の入札金額について

は、定量化限度額とみなす。 

 

５）総合評価点の算出 

 総合評価の得点は、以下のとおりとした。 

 

 

 

 

 

 

  

【算定式】 

当該入札参加者の総合評価点 ＝ 非価格要素点 ＋ 価格要素点 

（算定式） 最低入札価格＞定量化限度額の場合 

価格評価点＝配点×（最低入札金額/当該入札金額） 

（算定式） 最低入札価格≦定量化限度額の場合 

価格評価点＝配点×（定量化限度額/当該入札金額※） 
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第３ 落札候補者の選定結果 

 

１．入札参加資格確認 

令和４年３月１１日に入札公告を行い、令和４年４月１４日を期限として入札参加資格

申請を受け付けたところ、以下の４グループから申請があった。 

事務局は、入札参加資格の確認を行い、令和４年４月２０日に代表企業に対して入札参

加資格を有することを書面にて通知した。 

なお、選定委員会による審査にあたっては、審査の公平を期すため、提案書等すべての

書類において応募者の企業名を伏せ、表３の応募者名で識別して評価を行った。 

 

 

表３ 入札参加確認申請書類提出グループ 

応募グループ 

かなめもち 

グループ 

はなのき 

グループ 

もくせい 

グループ 

くろがねもち 

グループ 

 

２．技術提案書の基礎審査 

令和４年８月２４日を期限として入札参加資格を有する４グループの内、表４の３グ 

ループから技術提案書が提出された。また、１グループからは入札辞退届が提出された。 

事務局は、応募者から提出された技術提案書の内容が、要求水準書に示す要件を満たし

ていることを確認した。なお、審査に際して要求水準未達に関する疑義、提案書間の齟齬

等に関して、「基礎審査に係る修正要望」を行い、応募者からの修正回答を確認したうえ

で、問題ないと判断した。 

令和４年９月２９日に応募者の代表企業に対して基礎審査を通過したことを書面にて通

知した。 

 

表４ 技術提案書提出グループ 

提出者名 かなめもち 

グループ 

はなのき 

グループ 

もくせい 

グループ 

代表企業 JFEエンジニアリング

株式会社名古屋支店  

日鉄エンジニアリング 

株式会社  

三菱重工環境・化学エ

ンジニアリング株式会

社中部支店  

 

３．非価格要素の定量化審査 

令和４年１０月２０日に、選定委員会において、非価格要素の定量化審査を行った。審

査に際しては、提案書に関する応募者による説明（プレゼンテーション）及び委員による

提案内容に対する質疑（ヒアリング）を実施し審査を行った。 

 審査結果は表５に、非価格要素の各審査項目についての講評は表６に示すとおりである。 

 

 

  



9 

表５ 技術提案書提出グループ 

評価区分 評価内容 
配

点 

グループ名 

か
な
め
も
ち 

は
な
の
き 

も
く
せ
い 

事業計画 

本事業に対する方針、体制、組合業

務の効率化 6 4.75 4.00 5.25 

事業のリスク管理 

安定稼働 

安定燃焼 

3 2.50 2.13 2.50 ごみ量・ごみ質の変動に対する対応 

連続安定稼動 

維持管理及び復旧対策 3 2.38 2.13 2.63 

安全対策 

工事の安全性 

4 3.17 2.50 3.00 施設の安全性 

作業員に対する安全性 

車両動線（敷地内） 3 2.13 2.00 2.25 

環境配慮 

工事期間中における対策 

4 3.00 2.67 3.33 景観 

環境保全 

災害対策 
自然災害対策 

5 3.96 3.54 3.75 
災害廃棄物 

延命化 長寿命化計画 5 3.75 3.54 3.75 

生活環境対策 

工事期間中における渋滞対策 
4 3.00 3.00 3.17 

供用開始後における渋滞対策 

排ガス自主規制値 

4 3.33 2.50 3.17 騒音・振動自主規制値 

悪臭自主規制値 

住民に 

開かれた施設 

情報発信 
3 2.38 1.88 2.38 

見学者向け説明用設備 

地元貢献 

地元企業の活用 

6 4.00 4.00 5.00 地元人材の活用 

地域コミュニティ 

用地造成工事担当企業 1 0.00 1.00 1.00 

余熱利用 
エネルギー回収率 

5 4.79 2.71 4.17 
温暖化対策 

再資源化 

システム 

焼却灰等や副生成物の資源化方法 
3 2.25 2.25 2.25 

バックアップ対策 

資源回収量 1 0.79 0.71 0.79 

非価格要素点 60 46.18 40.56 48.39 
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表６ 非価格要素に関する事項の講評 

評価区分 評価内容 講評 

事業計画 

本事業に対する方針、体

制、組合業務の効率化 

・各グループとも、代表企業が一元責任のもと、

設計・建設業務、運営業務を遂行する体制が

確保され、施工シミュレーションなどによる

進捗管理や各種保険によるリスク管理の提

案もなされていた。 

・もくせいグループは、渋滞対策への提案、保

険の工夫、組合所掌範囲となるマテリアルリ

サイクル推進施設の処理対象物の処理に関

して具体的な提案がなされ、組合作業員の作

業効率性に繋がる提案もなされた点を評価

した。 

事業のリスク管理 

安定稼働 

安定燃焼 ・各グループとも、処理方式の特性を踏まえ、

AIの活用など安定的な処理を目指す独自の

運転計画等の提案がなされていた。 
ごみ量・ごみ質の変動に

対する対応 

連続安定稼動 

維持管理及び復旧対策 

・各グループとも、リモートセンシング技術や

IoT技術等の最新の技術を用いた早期復旧へ

の提案がなされていた。 

安全対策 

工事の安全性 ・各グループとも、ノウハウを活かし、工事期

間中、施設稼働後のリスクを抽出し、処理方

式の特性を踏まえた対策が提案されていた。 

・かなめもちグループの初期消火や火災延焼防

止の提案を評価した。 

施設の安全性 

作業員に対する安全性 

車両動線（敷地内） 

・各グループとも、特徴的な敷地形状から限ら

れた用地内で工夫が行われていた。 

・もくせいグループは、場内での動線計画、直

接搬入者に対して特徴的な車両管理システ

ムを提案されていることを評価した。 

環境配慮 

工事期間中における対策 ・各グループとも、地域特性を踏まえ、周辺環

境への配慮がなされた提案となっていた。 

・もくせいグループは、建設用地の立地特性を

踏まえ、場内の生態系保全を図る提案を評価

した。 

景観 

環境保全 

災害対策 

自然災害対策 ・各グループとも、過去の被災経験や木曽川に

隣接する立地条件を踏まえ、耐震・水害対策

及び被災後のBCP、バックアップ体制が提案

されていた。 

・かなめもちグループの災害後の早期復旧を可

能とする全国展開体制を整備する計画を評

価した。 

災害廃棄物 

延命化 長寿命化計画 

・各グループとも、施設の長寿化を実現するた

め、各種機器、施設、機材や運転方法等に高

耐久化設計がなされた提案であった。 

生活環境対策 渋滞対策 

・各グループとも、工事期間中、施設稼働後の

シミュレーションを通した運用の工夫や場

内での車両動線計画よって、周辺道路への渋

滞対策が提案されていた。 
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評価区分 評価内容 講評 

・もくせいグループは、直接搬入者に対する追

加荷下ろしスペースの確保、臨時退避スペー

ス、車両管理システムが提案され、渋滞時の

対応検証が行われていた点を評価した。 

排ガス自主規制値 ・各グループとも、これまでの経験を踏まえ、

要求水準を満足する生活環境対策が提案さ

れていた。 

・その上で、グループによって、より高度な管

理を目指し最新システムの導入や管理項目

の測定回数を上乗せするなどの提案で工夫

がみられた。 

騒音・振動自主規制値 

悪臭自主規制値 

住民に 

開かれた施設 

情報発信 ・各グループとも、住民に対する情報発信、体

験型学習、見学ルートでの見せ方・展示など、

これまでの経験を活かした提案がされてい

た。 

見学者向け説明用設備 

地元貢献 

地元企業の活用 ・各グループとも、建設期間から運営期間を通

して、地元企業への発注を提案されていた。 

・もくせいグループは工事資材の地元調達を含

め、地元企業への発注件数及び金額が最も多

く、運営期間中の地元人材の雇用計画も含め

評価した。 

地元人材の活用 

地域コミュニティ 

用地造成工事担当企業 

・はなのきグループ、もくせいグループは、２

市２町に本店のある企業を採用しており評

価した。 

余熱利用 

エネルギー回収率 ・各グループとも、組合の求める要求水準以上

の発電効率が提案され、特に、かなめもちグ

ループともくせいグループは要求を大幅に

上回るものとなっていた。 

・かなめもちグループは、発電効率を高めるこ

とに加え、独自の炉構造や燃焼技術の採用、

消石灰使用量の削減により主灰及び飛灰の

発生量を低減する提案であり、ＣＯ２の削減

量が大きい点を評価した。 

温暖化対策 

再資源化 

システム 

焼却灰等や副生成物の資

源化方法 

・各グループとも、提案する処理方式の特性を

踏まえた資源化方法及び立地条件も踏まえ

たバックアップ体制が提案されていた。 

・はなのきグループはグループネットワークに

より回収物が全量有効利用される提案を評

価した。 

バックアップ対策 

資源回収量 

・かなめもちグループともくせいグループは、

不燃・粗大ごみから鉄、アルミを資源として

高品質で回収する提案を評価した。 
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４．入札価格の定量化審査 

提案書を提出した応募者の立会いのもとで令和４年１０月２０日に開札を行い、各入札

参加者の入札価格が予定価格の範囲内であることを確認した。 

開札結果から、入札価格の定量化審査に関する得点化を行った。得点化の結果は、表７

に示すとおりである。 

 

表７ 入札価格の定量化審査結果 

項目 
配

点 

グループ名 

かなめもち はなのき もくせい 

入札価格（税抜） ― 
32,728,000,000 

円 

38,600,000,000 

円 

33,150,255,500 

円 

価格要素点 40 40.00 33.92 39.49 

 

なお、予定価格、入札書比較価格、定量化限度額については表８に示すとおりである。 

 

表８ 予定価格、入札書比較価格及び定量化限度額 

予定価格（税込） 42,902,200,000円 

入札書比較価格（税抜） 39,002,000,000円 

定量化限度額（税抜） 31,201,600,000円 
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５．総合評価点の算出 

「非価格要素の定量化審査の得点」、「入札価格の定量化審査の得点」を加算し、表９に

示すとおり、総合評価点を算出した。 

 

表９ 総合評価点の算出結果 

項目 配点 
グループ名 

かなめもち はなのき もくせい 

代表企業 

JFEエンジニアリ

ング株式会社名古

屋支店 

日鉄エンジニアリ

ング株式会社 

三菱重工環境・化

学エンジニアリン

グ株式会社中部支

店 

非価格要素点 60 46.18 40.56 48.39 

価格要素点 40 40.00 33.92 39.49 

総合評価点 100 86.18 74.48 87.88 

落札候補者   ○ 

 

６．落札候補者の選定 

選定委員会は、上記の結果に基づき「もくせいグループ」（代表企業：三菱重工環境・化

学エンジニアリング株式会社中部支店）を落札候補者として選定した。 

 

 

応募者名 もくせいグループ 

代表企業 三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社中部支店  

構成員 重環オペレーション株式会社 

協力企業 佐藤工業株式会社名古屋支店 

昭和土建株式会社江南支店 

松岡建設株式会社 

永井建設工業株式会社 

株式会社多湖組 

三重中央開発株式会社 

株式会社新栄工業 

株式会社油研 

株式会社東亜環境コーポレーション 

中部リサイクル株式会社 

中央電気工業株式会社 
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第４ 総評 

今回、入札に参加した３グループの提案は、いずれも本事業の抱える特性を的確に捉えた

うえで、本事業の有する課題に対応するための様々な創意工夫がなされ、いずれも各グルー

プの過去の実績や経験に基づく魅力的なものであり、各グループの真摯な対応に感謝を申し

上げる。 

落札者選定基準書に基づき、提案書及び入札価格に対して厳正なる審査を行った結果、三

菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社中部支店を代表企業とする、もくせいグループ

を落札候補者として選定した。 

もくせいグループの提案は、尾張北部環境組合が期待する創意工夫と経済性の両立が図ら

れていると評価したものであり、非価格要素として配点された１6項目の内、６項目が他のい

ずれかのグループと同点で、６項目で３グループ中一番高い得点であった。 

特に「事業計画」と「地元貢献」について、高く評価した。 

「事業計画」では、代表企業が一元責任のもと、設計・建設業務、運営業務を遂行する体制

及び運営期間中の財務状況のチェック体制の確保、さらに場内の渋滞対策、工事工程の進捗

状況を管理する体制の整備などといった提案を評価した。 

また、組合所掌範囲となるマテリアルリサイクル推進施設の処理対象物の処理に関して具

体的な提案がなされ、組合作業員の作業効率性に繋がる提案も評価した。 

「地元貢献」では、工事資材の地元調達を含め、地元企業への発注件数及び金額、地元人

材の雇用計画を評価した。 

 

一方で、選定委員会からは本事業をより良いものとするため、以下に示す要望事項を提示

する。 

 

〇要望事項 

①車両動線計画について、繁忙期の安全性を高めるため、提案された待機スペースから移

動する自己搬入車とごみ収集車に対して、事故防止対策を更に工夫されたい。 

 ②処理残さの資源化先の輸送距離を短くしCO2の排出を抑える提案をされているが、それ

に加え、出来る限りCO2排出が少ない車両を使用するなど、輸送時のCO２削減を検討され

たい。 

③水銀対策について、ごみ質と水銀の関係を確認し対策を講じる等、当該地域の状況に基

づき対策を考えられたい。 

④ごみピットでの火災発生時には、消火活動が確実に行えるよう、排煙方法を検討された

い。 

 

もくせいグループは、要求水準書で求める内容と提案事項を確実に履行した上で、上記の

要望事項について、真摯な対応に努めていただきたい。 

さらに、事業期間を通じて誠意をもって各業務を行い、尾張北部環境組合と協働して地域

との信頼関係を築きながら、本事業を円滑に推進し、尾張北部環境組合の安定したごみ処理

に寄与することを期待する。 

 

尾張北部環境組合ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会 

委員長   稲垣 隆司    


